
　　　

昭和34（1959）年4月9日、大阪府にて生まれる。

大阪歯科大学卒業後、歯科医院を開業するかたわら、時代小説、歴史小説を執筆。

平成9（1997）年「身代わり吉右衛門」で第二十回小説CLUB新人賞佳作を受賞。

平成13（2001）年『竜門の衛』でデビュー。

平成22（2010）年『孤闘 立花宗茂』で第十六回中山義秀文学賞を受賞。

令和4（2022）年「百万石の留守居役」シリーズで第七回吉川英治文庫賞を受賞。

「奥右筆秘帳」シリーズ、「勘定吟味役異聞」シリーズなど200冊以上を刊行した。

令和7（2025）年3月27日死去。享年65歳。

(『新陰の大河』、

上田秀人 公式ウェブサイト「如流水の庵 作家 上田秀人の部屋」

（https://www.ueda-hideto.jp）より参考）


